	受験番号
	（記入不要）



早稲田大学大学院政治学研究科（1年制・社会人）　経歴活動記録
	氏　　名


	

	経歴一覧

	番号
	年月日
	経歴
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　※上記活動記録の中で、ご自身が自らの研究計画に関連すると思われる“活動領域”を４項目選定し、それぞれのテーマ・業務内容・自己分析・培われた能力を次ページ以降に記入してください。その際、該当する経歴については、上表の左にそれぞれ番号をつけてください。
　
	活　動　記　録

	テーマ：　

	番号


	業務内容(200字～300字程度)



	
	自己分析(200字～300字程度)


	
	培われた能力(500字程度)



	活　動　記　録

	テーマ：　

	番号


	業務内容(200字～300字程度)



	
	自己分析(200字～300字程度)


	
	培われた能力(500字程度)



	活　動　記　録

	テーマ：　

	番号


	業務内容(200字～300字程度)



	
	自己分析(200字～300字程度)


	
	培われた能力(500字程度)



	活　動　記　録

	テーマ：　

	番号


	業務内容(200字～300字程度)



	
	自己分析(200字～300字程度)


	
	培われた能力(500字程度)




早稲田大学大学院政治学研究科（1年制）　経歴活動記録

	氏　　名


	早稲田　太郎

	経歴一覧

	番号
	年月日
	経歴

	１
	２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日

～

２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日
	株式会社○○に入社、○○部に配属、主に○○、○○などを担当

	２
	２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日

～

２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日
	同社同部

○○プロジェクトのプロジェクマネージャーとして○○に従事

	３
	２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日

～

２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日
	同社△△部に異動　主に△△、△△などを担当

	４
	２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日

～

２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日
	株式会社□□に転職、□□部に配属　主に□□を担当

	５
	２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日

～

２０ＸＸ年　Ｘ月　Ｘ日
	同社同部にて・・・


　

　



　

	活　動　記　録

	テーマ：　○○プロジェクトの推進

	番号

２
	業務内容(200字～300字程度)



	
	自己分析(200字～300字程度)



	
	培われた能力(500字程度)



	活　動　記　録

	テーマ：　行財政改革プロジェクトの推進

	番号

	業務内容(200字～300字程度)
市税収入の減少等、財政状況の急速な悪化に対応するための｢財政再建緊急対応策｣策定を主管。従来の行政改革計画と財政計画を完全に連結させ、年度ごとの定員管理も含めて行政経営資源全般の統合管理・実行を主導した。

事務事業評価システムについては、試行実施から本格実施を主管。

	
	自己分析(200字～300字程度)
当時、市税収入の減少により急速に財政収支見通しが悪化していたが、行政改革担当部局と財政担当部局が必ずしも一致した改革の方向性を共有できていなかったため、臨時組織として行財政再建緊急対策室を編成することとなった。この組織で、行政改革の方向と財政運営との整合性を高める業務を担当することになり、予算編成過程に直接関与するなど、業務上の責任領域が広がった。

また、並行して事務事業評価の本格実施を主管していたため、極めてハードな業務が続いた。

	
	培われた能力(500字程度)
行財政改革の実行プロセスに関して、より徹底した進行管理を行うとともに、予算編成プロセスの改革に携わることによって、行政経営全般に対する知識が深まった。

また、事務事業評価システムの本格実施を担当することによって、従来のインプット・アウトプット検証型（事務事業の効率性重視）の視点からアウトカム重視型（成果や市民満足度重視）への考え方の転換（重層化）ができるようになった。同時に００年４月より、管理職（経営者側）の一員となったことで、職員の育成の大切さを実感することとなった。


ご　参　考





経歴欄には、大学を卒業した後から、現在までの経歴を年代順に記入してください。





経歴一覧のうち、どの時期の経歴詳細に該当するか分かるように番号をリンクさせてください。





ご　参　考








